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結 果
効果測定で行ったアンケート5項目の結果を，
Figure1に示す。
Figure1からわかるように，設問2を除く4つ
の項目で選択肢「ア」が50％を上回っていた。設
問1・4・5では，全員が「ア」または「イ」の選
択肢のいずれかを選んでおり，全体として有意義な
研修で会ったと考えられる。特に設問4では「ア」
を選択した回答者が27名（81.8％）に上っており，
満足度は高かったと考えられる。
これに対して設問2では，「ウ.どちらとも言え
ない」を選択したものが2名，「エ.話せなかった」
「オ.全く話せなかった」を選択したものが1名ずつ
おり，自己開示が十分にできなかったと感じる参加
者がいたことがわかる。しかし設問1の回答に見ら
れるように，全員が多くの職員と親しくなれたと回
答しており，設問4では全員が楽しかったと回答
していることから，設問2で「ウ」「エ」「オ」を
選んだ回答者も，研修そのものが苦痛だったわけで
はないと判断できる。
自由記述については，32人の参加者が何らかの
記述を行っていた。このうち「楽しくなかった／た
めにならなかった活動」については，1名から｢ゲー
ムに時間がかかりすぎた気がします｣という回答が
寄せられただけで，それ以外には楽しくなかった／
ためにならなかったという記述はなかった。以下で
は｢楽しかった／ためになったと感じた活動｣の欄に
記載されていた回答を抜粋する。
・いろいろな人とグループになれ，様々なテーマで
話せたのが楽しかった。なかなか話す機会のない
人と話せたのでよかった。
・深まっていく為の段階を踏んでいるので，全ての
活動がためになったと感じています。・自分が幸
せだと思うとき・を紹介し合うコーナーでは，コ
ミュニケーションを取ることになれてきていて，
自分が話す内容のことよりも，他の方の話をより
聞きたいと感じました。限られた時間だったので，
その後を職場でつなげていきたいと思います。
・簡単なゲームなどをすることによって，少しずつ
無理なくリラックスしてコミュニケーションが取
れていくということが実感できました。
・グループ作りを行い，カードでの話題作り，身近
なテーマを用いてて会話が広がった。日頃，話が
できなかった中での関係だったのでよかった。
・全ての活動が，グループという形の中での個人を
大切にしていたので，よかったですよ。
・自己開示して話された先生の思いに今まで気づか
ず，・へー，そうだったのか!・と初めて気づかさ
れ，良かった。意外な一面を知ることができた。
・長時間だと思っていたのに，あっという間に過ぎ
ました。
・最後のワークで，職種が違う人がどんな思いで子
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Figure1園内研修の感想
供に接しておられたか，自分の生かせるスキルを
持っていてもどのように提供すればよいのかとい
うことで，戸惑っている（悩んでいる）ことがわ
かった。
・日常の保育の中で気になる子供について，部屋の
先生たちとは違う先生方の話を聞けたことは良かっ
た。
・最後のカンファレンスでは日頃感じていること，
悩んでいることを親身になって聞いてもらえて嬉
しかった。
これらの回答から，ふだんなかなか話す機会のな
い職員と親しくなれたという様子が読み取れる。ま
た，保育カンファレンスで悩みを相談した若手職員
からは，自分の気持ちを受容してもらえて嬉しかっ
たという回答が寄せられた。ここに記載しなかった
自由記述の回答も，概ね同様の内容であった。
考 察
本研究の成果 本研究では，公立保育所から民営化
された為に新しい職員が多く，職員間の連携がとり
にくいという保育園のニーズに応えるために，職員
間の関係性を構築する為の研修を行い，その成果を
検討した。
アンケートの回収率は80.5％であったため，大部
分の職員から感想が寄せられたと考えられる。5つ
の設問と自由記述の内容から，当初のねらいである
「職員間の関係性を構築する」という目的は達成で
きたものと考えられる。特に全員がとても楽しかっ
た・楽しかったと回答しており，自由記述の内容か
らも楽しかった，時間が短く感じられた等の記述が
寄せられたことから，研修の満足度は高かったと考
えられる。
設問2「いろいろな人に自分のことを話せました
か」に対しては，どちらとも言えない・あまり話せ
なかった・話せなかったという回答があった。職員
には様々なパーソナリティの者がおり，その中には
自己開示が苦手な者もいると考えられる。したがっ
て，半日の研修では十分に自分を他者に伝えること
ができなかったとしても無理はない。正しこれらの
参加者も，設問4では楽しかった・ある程度楽し
かったと回答しており，設問5でもグループワー
ク研修はためになった・ある程度ためになったと回
答している。したがって，自己開示が十分にできな
かったことが研修の有効性を低めるものではないと
考えられる。
設問3「これからの仕事について，得るものがあ
りましたか」に対しては，2人がどちらともいえな
いと回答していた。匿名性を保証するためにアンケー
トに職種の記載を求めなかったため，どのような職
員がどちらとも言えないと答えたのかはわからない。
今回の研修には，保育士のほかに栄養士・調理員・
看護師・用務員・事務職員が1名ずつ参加していた
ので，直接子どもに接することの少ない職員にとっ
ては，保育現場の問題解決のグループワークがあま
り有意義に感じられなかったのかも知れない。今後
の研修を企画する際には，保育士以外の職員がどの
ようなニーズを持っているかを事前に把握しておく
必要があると思われる。
アンケート項目全体と自由記述の内容を総合する
と，職員間の関係性の構築については十分な成果を
挙げることができたと考えられる。また自由記述の
内容から，最後のケースカンファレンスが若手職員
にとって有効であったことも読み取れる。十分に時
間をかけて関係性を構築していくことが，率直な話
し合いによるカンファレンスの実現につながること
が示された。今後は保育園内においても，職員間の
話し合いによるカンファレンスが活性化していくと
期待される。
今後の課題 本研究は，職員の入れ替わりが激しい
保育園における職員の関係性構築を主な目的とした
研究である。今後，職員間の関係性が向上し，本格
的な事例カンファレンスを開催できるようになった
際には，研修のあり方にさらなる改善を加える必要
がある。
例えば原（2014）は，インシデント・プロセス法
を用いて新任保育士の専門的発達を検証している。
この技法は，子どもや保育場面に関する短いエピソー
ドを話題提供者が説明し，参加者が質問しながら子
ども理解を深めたり，解決策を探っていく方法であ
る。したがって，率直な話し合いができる環境が保
証されなければ実践できない方法である。
本研究では，職員同士が率直に話し合うための土
台作りと，簡単なカンファレンスの実施までを行っ
た。この成果を受けて，保育士としての職業的成長
を促したり，保育サービスの向上につなげるような
専門性の高い研修を企画・実施し，その効果を検討
する必要がある。
―58―
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